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実践研究

特別支援学校との協働に基づいた小学校通常学級に在籍する

脳性まひ児に対する個別の指導計画の作成

ーセンター的機能を活用してー

j也日:=1 彩乃*.* *・安藤 隆男ネ x;.，: 

本研究は、小f学字学:校通常学級に在籍するj日脳I悩;出託k引'1性i

として対対‘象校を支援している特別支援学校教i白帥':ij加H雨jiを対対-象に、 iお仰jに基づく個別の指導計

画作成の効果と課題について検証することを目的とした。児童の実態を正雄に把慢す

るための 1つの方法として、課題関連@を活用し、個別の指導計画を作成した。作成

に慣れていなかった担任教師にとって、本研究の手続きは諜題を視覚1'19に把握、整理

し、指導の見通しを持つことにつながった。また、障害のある児童を指導する上で、の

担任教師の負担感が軽減された。それぞれの専門牲を生かし、協働することの有効性

が示され、特別支援学校におけるセンター的機能の充実に資する成果が得られた。し

かしヅ7で、作成にかかるI!寺山lや作業を行う上で、の負担感等、課題が見えた。各学校

において11m7)IJの指導計画の作成が浸透するためには今後も本研究と同様の実践や関述

する研究を続けていく必要がある。

キー・ワード:個別の指導計画 協働 センター的機能

1.問題の所在と目的

文部科学省 (2012)は、共生社会の形成に向

けて、障害者の権利に関する条約に基づくイン

クルーシブ教育システムの理念が重要であり、

その構築のために、特別支援教育を推進する必

要望I:_を掲げたりインクルーシブ教育システムに

おいては、 i可じ場で共に学ぶことを追求すると

ともに、個別jの教育的ニーズのある幼児児童生

徒に対して、自立と社会参加を見据えて、その

時点で教育的ニーズに肢も的雌に応える指導を

提供できる、小・ 1:1:1学校における通常の学級、

通級による指導、特別支援学級、特別支援学校

といった、連続性のある「多株な学びの場」を
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用意しておくことが必要である、とした(文部

科学省， 2012)。先に述べた報告を受け、今後

は通常の学級に在籍する障害のある幼児児童生

徒の教育的ニーズに応じた指導を具現化するた

め、個別の指導計磁の作成と活用が求められる。

特別支援学校においては、これまで蓄積して

きた専門的な知識や技能を生かし、地域におけ

る特別支援教育のセンターとしての機能の充実

を図ることが求められている(文部科学省，

2007)0 I特に、幼稚圏、小学校、中学校、高等

学校及び中等教育学校の要請に応じて、発達障

害を含む障害のある幼児児童生徒のための個別

の指導計画の作成や個別の教育支援計画の策定

などへの援助を含め、その支援に努めること(文

部科学省， 2007) Jと示されている。

恒i別の指導計画は、 1999年の吉学校，聾学

校及び養護学校小学部・仁1:1学部学習指導要領に
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にi完fチし、 11品別 するた

めに泣課題が多い(池田・安藤， 2012) 0 そのた

め、実際に通常学級において効果的な活用がな

れているかどうかについては、今後吏なる

討が必要であろう窃また、特別支援学校が個別

の とその活用のために地j或の
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特別支援学校との協働にJたづいた小学校通常学級に在aiNする)脳性

年生)に在籍する JJì~'I~t まひ ;i己を担任する教 rlïlî 1 

名(以下，担任教i'lili)と問校の支援に携わって

いる特別支援学校教rlili1名の計2Z'lを対象とし

た。また、小学校の特別支援教育コーデイネー

ター 1名(以下，コーデイネーター)もイノf成の

坊に立ち会ってもらった。

担任教師は、教職経験年数 5:ffの男性教諭

(I)~J， ;溝口lIi紙1倹4年)であり、特別支援教育紙験

はMiかった。個別の指導計Hlliの作成経験がなく、

対象~I~ j'j't.に対ーする個別の指導計画もこれまで作

成していなかった。対象児童の指導において、

以 jごの 4点の指導について困難を抱えていた。

1 )書字:芸干し、た字のバランスが悲い。書字

の I;~~の手の付きブゴが安定しない。

2)移動:給食当番や授業主同ill等に他の児童

よりも時間がかかってしまい、学級i材活動が 1-

分にできないことがある。教室内で物を取りに

行く i時や教室移動の際に危険な11寺がある。

3)休育:参加iできる種目(定の述到J遊びに

関わること，ボールゲーム等)はあるが、でき

ない活動(跳の運動遊び等)も多く、その際は

見学になってしまう。 現在は、保護者がついて

いて、イ本操やストレッチ等をネiliWJしなカミら行っ

ているが、{来護者の負担が大きく、回っている。

4)姿勢:座っていると姿勢が崩れる。

特別支援学校教師は、教職紙!投年数29i:1三(特

別支援教育経験年数29年)の男性教諭であっ

た。特別支援教育コーデイネーター兼自立活動

専科として地域支援を担当していた。研究実施

以前からセンターi約機能の一環として対象校に

教育相談や通市対日導を実施してきた教niliであ

り、通常学級教mliおよび同校の特別支援教育

コーデイネーター(以下，コーデイネーター)

との信頼関係が築けていた。

(2) 対象児童:JJì~tl:まひによる -fJJ支運動障害

を有する小学校 I年労児。移動は独歩(クラッ

チおよび両足装具使用)であった。学校生活で

は介助員はついておらず、介助が必I}tな115段の

昇り 11年り等には担任教i':Ili、保護者 (Jヨ:rJUまた
は特別支援学級を担当する教員があたってい

た。入学当初Jは句1:1 ・[1rl:1保護者がイ寸き添って

いたが、六月以昨は体育のi時間や教室移動の際

のみ保護者が対応していた。上肢の障害は無く、

補助教材等の使用は無かった。

2幽学校組織体制の整備について

対象校には、学校独自の11(;1別の指導計画の株

式はあったものの、作成に関しては各教nwに一

任されており、作成/I~}'JUJや作成方i去についての

取決めはなされていなかった。実際に、学校内

にある特別支援学級に在籍する児l'ii:に関する他

別の指導計画は作成されていたが、通常学級に

在籍する児童に対する個別の指導計画は作成さ

れていなかった。そこで、対象校の学校長、担

任教師及び同校のコーデイネーターと相談の

!こ、個別の指導計画の椋式は、対象校で利用さ

れていたものを使用することとした。また、個

別の指導計画の作成の手続きは、長EEI(2008) 

を参考に、 KJ法 ()II喜日]， 1967)を採り入れた

手続きで行うこととした。この方法は、個人の

全体像を視覚的に担保するための方法として有

効と考えられている(長出， 2008)。

3.研究の手続き

(1) 課題関連図の{乍成:対象児童の実態を整

型し、課題や訪~jlliIHJの関係性を整理するために、

①情報カードの作成、②仲間分け、③表札作り、

④関係性の張型、の子JII}{で作成した。①の情報

カードの作成は担任と特別支援学校教日iliが、児

童の様子を思し可浮かべながら、「児童の様子で

気づいたこと(良いことも闘っていることも両

方)Jを自由に付筆紙に書き出す。その際、 l

つの情報は 1枚の付筆紙に書く。②の仲間分け

は①で書いた付筆紙に書かれている内容で似た

もの伺士を集める。そのi僚にまとまらなかった

付装紙は残しておいて良し」③の去札作りはま

とめた付装紙の内容を統合・要約するような単

語を別色の付筆紙で作り、②と③の作業を繰り

返す。④の関係性の整理は表札同士の関係性を

考え、付きを紙をlNiった模造紙に記入していく

(関係性の例;関連あり，因果関係，矛盾・反対，

}if~響等)。

(2)個別の指導計画の作成:(1)で作成した

諜;創立J:@mlを恭に、対象校で作成していた学校
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独自のイI~I別の指導計画の株式を使用し、個別の

指導計画をイ'1::成した。

(3) 開き取り調査:作成した後に担任教師に

対し、作成の感想等を研究者が開き取り調査を

行った。

11~1別の指導計画に関する作業は全て対象教師

および特別支援学校教nmが行い、コーディネー

ターは調査に立ち会い作業を見学した。

ill. 結果

1 .課題関連図作成の結果

担任教師と特別支援学校教師が挙げた情報

カードの総数は30i女(内，担任教lIili12i丸特別

支援学校教師18枚)であり、以下の 7つのグ

ループに統合された (Table1)。

(1) 身体の使い方に関する学校生活の慰安H~

さ:授業中の姿勢や机上で、の作業、給食の配膳

等、対象児童の運動而における困難からくる学

校生活上の課題が挙げられた。

(2)身体の使い方:対象児童の身体面におけ

る機能上の課題について挙げられた。

(3) 友達関係・意欲:対象児童の授業態度や

学級内での様子が挙げられた。

(4) 教室環境の改善:対象児童が集団行動を

する際の環境整備に関する昭如:が挙げ、られた。

(5) 教師の手立て:授業中や生活指導場面に

おける教師の手立てに関する困難や疑問が挙げ

られた。

(6) 主干しEたり見たりするなとご学習上の課題:

運動機能面以外で、の対象児童の学習における困

難が挙げられた。主に、視覚認知首iの課題であっ

た。

(7) 学級として全体指導するための負担感:

特別支援学校教師から挙げられた情報カードで

あり、担任教i'll!iの指導全体における負担感に関

する情報カードが挙げられた。他のグループと

特色が異なっていたため、情報カードl枚でグ

ループを構成した。

担任教師は、 (1)身体の使い方に関する学校

生活の困難さや (3)友達関係・意欲、 (4)教室

環境の改善、 (5)教師の手立てに関する情報

カードを挙げた。一方、特別支援学校教師は、

全てのグループに関する情報カードを挙げた。

特に、 (2)身体の使い方、 (6)書いたり見たり

するなとマ学習上の諜題、 (7)学級として全体指

導するための負担感に関しては、特別支援学校

教rliliのみが情報カードを出した。

次に、各グループ!日1のIVIJJlli tl:を因果関係(矢

1=1])と影響(波形)で示した (Fig.1)。

対象;i己主はj脳性まひ児であり、運動障害を

持っている。そのため、 (2)身体の使い方がjjz

j玉!となり、(1)身体の使い方に関する学校生活

の困難さや (6)書いたり見たりするなど学習

上の課題に繋がっていると考えた。また、その

ような学習仁の困難さや課題が (7)学級として

全体指導するための負担感に影響を与えてお

り、 (2)身体の使い方は (4)教室環境の改善や

(5)教師の手立て等の対象児童にかかわる全体

的な課題に影響を与えているとして課題関連図

を整濯した (Fig.1)。

2.個別の指導計画作成の結果

作成した課題関連 I~I を基に、対象校の様式使

用し、個別の指導計画を作成した (Table2)口

対象校の個別の指導計画の様式には、大項 I~I

として[保護者・子どもの願い] [現在の実態]

[実態の分析と指導の方向性]があり、[現在の

実態]の中には 11~建康面] .運動・手先JI学沼

態度JI学習JI社会性・情緒而」がある。さら

に、「学習」には(国語) (算数) (その他)とし

て各教科に関する内容を記載する械があった。

「健康出・運動・手先」には、課題i立JJlli I~I の(1)

身体の使い方に関する学校生活の困難さや (2)

身体の使い方に関する項 I~I を、「学習態度」には、

(1)身体の使い方に関する学校生活の府知:さの

一部の内容や (3)友達関係・意欲に関する項目

を記入した。「学習」には、(1)身体の使い方

に関する学校生活の|混雑さ、 (5)教師の手立て

に関する一部の内容および共f体的な授業場而で

の様子を記載した。「社会性・情緒而」には、

主に (3) 友達関係・意欲に関する項 I~I を記した。

最後に、[保護者・子どもの!似しつ[現在の実

態]をふまえ、[実態の分析と指導の方向性]

円
/
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特別j支援学校との協働にjまづいた小学校通常学級に在籍する脳性まひ兇に対する個別jの指導計画iの作成

Table 1 グルーフ。名および情~ì:日カード

①身体の使い方に IM~lわる学校生活の困難さ

0授業中のをた:勢が左に傾く

0給食の配)陪が難しい(友達にやってもらっている.今後できることは?)

O靴の脱ぎはぎが，これから学年があがるにつれ，一人でできるか不安

・1JLLでの制11かいJ操作が不出JlJなj-mが見られる

・授業IIIにまっすぐに鹿っていられず，身体が傾きやすい

・給食のl制限などに[321脱がありそう

.j受業準備がぎこらなくなり II~げりがのゆ、る

②身体の使い方

.1桁脊子j主{立立:でのf本11昨{作予の支支:j持4守守引f'汁，イ性l

.[階1培者段の昇昇-[降:咋年に介i削肋H功Jを主型安:5;汁サす一る

.J育まわりに緊張があり， _[二!伎の動作にややi[ìIJ[I~がある

・歩行力は，入学当初Jに比べて伸びている

③友達関係・意欲

O進んで発表する(元気がよい.返事もしっかりできる)

O歌が符意(楽しそうに歌っている). リズム遊びが好き

O代表，役など「やりたしリという意欲が強い

・友達との関わりは良好のように思える

・ii百し合いの活動でLは積極的に話すことが多い

・学級の皆と変わりなく f![J良く過ごしている

④教室探境の改善

0*[王iわ出Jでは，大勢いるため，危険を伴う

0教室環境. Ili)Jきやすく快適に過ごすためにはどうしたら良いのヵ、

.ノートやプリントを教卓に持って行くことに少し困難さがある

⑤教nlliの手立て

Oj市|徐の1&りキIIみん‘て、良い方法はつ

O[豆i工，生活など手を{克って創作するもの.いい手立てはつ

O引の準備，帰りの準備をスムーズに行うためには?

0体育の授業 fl訪日IJのメニューを取り入れていくべきか

・集団性のある体育などにi副長mさが見られそう.1末のぞうきんがけにl羽維がありそう
@記:し、たり見たりするなど学習[1而の課題

・書くことに同難さが見られる

・文字のxきさがそろいにくい

・県版を見たり，ノートを見たりとピントの剥繋にやや|主!難がありそう

⑦学級として全体指墜するための負担感

・学級として全体指導するための負1-1刀法

※0:担任教!':i!iが挙げた情報カード ・:特別支度学校教師jが挙げた情報カート、

について荘地!し、書字に関すること、日常生活

動作に関すること、身体の操作性に関すること

の三点に方向性を絞り、それぞれについて、指

導の中心となる場所を明伴にした。その結果、

書字にlViJすることは学習、授業の中でより丁寧

に担任教niliが指導すること、日常生活動作に関

することは学校はもちろん、家庭での協力を要

請すること、身体の操作性に関することは、特

勺

J
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別支援学校が中心となっ

教:室会主;:J幻j にて専専[印1Iヨ叩i

マ一、" 

3.個別の指導許語作成に対する担{壬教師の

i或木目

(1)諮題i羽j史i玄j作}まに対する

は課題関連盟を作成した利点として、・丸、きな

り一人で行自'JIJの指導計fmiを勺書:くのは離し

いが、 i，l護の読し
を

ポイントを絞っ

れを制点加に

によって、イ確かにわかりやすいし、

ことにもつながっていくことがとても魁強に

なったJ “こうやって話し合いを通じて

ていくというのはすごい抱強になっ

と、起関連I~I を作J~する作業 1~11本が Igl

強になったと述べたc また、“この援も

きると j忍った。"と、謀者読してり事iむ

見せたむさらに、"克章のお j手話んにもこうい

身体の使い方に関わる
学校生活の密送さ

G綬薬草ゅの姿努が左に傾く
。給食の記隠が難しい〔友遼にやっ

てもらっている今後できること
は'7)

O華ltの脱ぎはぎが，ニれから学年が
一人でできるか不

※0 ・

うことは自分のj二iからでも言えるので、良い誌

になったJ と、保説者とのや号取りに

る点を干IJ点とし

で、部jiさとしては、 "fr:業にIf寺II¥Jがかか

るため、教材研究との葉ね合いでなかなか難し

し、"“このような機会{母究協力 iうがないと、

Igl分からち組むのは難しし三かもしれない。"

、E]'lな的に11ヌりおiむ現wしさを挙げた。またに-

i告の;i己主は比較的動きや難しさが見えやすく、

やりやすかったが、弛の子の問題だと、その11寺

に色んな場合があるので、主Ií~しいかもしれな

に対する

1~11手に整理し、つながり

もまとまったので、それを今i証言I-i援に惑とすの

くて、これからどういうふうにすれ

ばいいのかなという方向性まで克えてきたJ

Wi¥;、するところがわかって兄通しが

教師の手立て

教室環境の改装

円g.1 誌な岳部;達制

214 



特別支援学校との協働に五つごいた小学校通常学級に在籍するJJikl+まひ児に対するイl/il?JIJの指導計画の作成

作成した個別の指導計画Table 2 

{~主 HIl: ;lj~f，告は良好である

移動するときには階段の昇降がまだi主l難である

学当初に比べて渉行はよくなった

~勢もよくなった

くつの脱ぎはぎ，体操服の者特え，給食の配Jl町立難

しし¥

姿勢が崩れる

学習態度:は，よく l活をINrlし、ていて，何事にも意欲を

もって11)(り組んてーいる

自分の意見を硝倒的に発表できる

J受業準備， )'¥イτJ-けでは， 11寺I/jjがかかってしまうこと

や教科書，ノートなどをうまくお道具箱に入れるこ

とが別会しし¥

書くことに悶脱がある- (幹c¥jrのとめ， はね，はら

い，マス 1::1を入れることができない→姿勢や腔り方

にも関係があると思う)

操作することが難しい. (数え棒を使って数える)

団地平はある

体育においてできる活動とできない活動がある

(なわとび，サッカ- うんでい，タイヤとび，ブ

ランコ)

凶工では，準備，色塗り，工作に困難さがある

広達関係は良好である.行動組問に限度がある.(二

階に行きたいがなかなカイj二けない)

1717結iiiiは?出:'!:j若し、ている

主ごく質をおめていく[学校]

身のIHIりの日常生活動作[学校，家庭]

身体の操作ドl:を高める[特別主:医学校(通級)J 

歩行力の向上(杖がなくて歩けるように)保護者・一子どものお弱い

入

M~mtr(li 

illt動・手先

I~-;' 5J)1 fì~壬 I I'F
-J'-Iヨ !8心乙

!主I~E

その他

計I数

司
し
に
に
、
ノ
了
一
℃
ヒ
じ
い

八
ノ
チ
ル
ド

α
J
Vノ
有
4

U
)
十

dmd口

社会ド1:• -Ii!i*ねhi

実態の分析山!と

i"I1'再のHliiJ'I-I

訪日極限liilil21が「実態のうJ1J!'Jを兼ねているため，文書としては省略された

※2 : [ ] I)qは主に指導を行う1場所

※ l 

くりでもいいから端の万を拭かせてあげ、たりと

か、そういうところは前回から意識してちょっ

と考えたりした。教室でできること(書くこと

や姿勢つはこれからも注意してやっていきた

い。"と、個別の指導計画を授業実践に反映さ

せたことを語った。ただ、“体育等の活動自体

を変える必要のある活動は、担任 l人では対応

カサIi:しく、これからの諜j選である。"と、児童

の対応について課題を残した。

4.対象児童の変化

個別の指導計画をイ乍成し、その後担任教師、
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持てた。"と、課題関連 I~I を作成し、その後個

別の指導計画を作成する手)IIDiによって指導の見

通しを持つことができたと述べた。また、 1受

業1+1、相LIMJ指導する 1=1:1で、姿勢がたまにこうず

れていることがあったので、気付いたとき対応

した。そうすると、児童の姿勢が変わるので、

良かった。ず、っとは続かないが、本人も少しは

気にかけたり、サポートの教員におJh1[し1して、

こういうところ意識させてほしいというのは伝

えることができた。.， ..できることは少しでもや

らせたいなと思し 1は日々あって、初除でも、ゆっ



地主i彩)'J.安藤 i蓬男

コーディネータ…、

取り組みを

段の昇り降乃

しなくても学校生活をスム…ズに送れるよう

になった。本人もこれまで苦手としてい

に対して意欲的になり、々なスポーツ

的に参加している;様子が見られるようになっ

た。また、これまで、は教室内移動が難しかった

ことから、対象;i三室の肱!?i?は、物をf註くロッ

ろの産;主であったり

ろのに怒り、

任教言語は、なかなか学習百五についてブオローで

んでいたが、 でのクラッ

を

にできるようになった。そのため、

教師が授業ヰi

クすることができるようになっ

エツ

ν. 
本研究の意義について、 lっ

る。

第一に、の指導計Hm作成に関わる学校組
議体制の盤怖にi諒する成果を挙げる合個別の指

は各学校が部意工夫をして

に沿って作成するもので、あり、

ましいりそ

にf史JTJされていた11品加の

をj主用したりまた、 11u1J)1j

さにおいて辻、

に取決めがなされていなかったc そのた

め、本調究では、長111(2008)を参考にした

続きを提案し、実施した。こ札までに1!n15JIJの指

作成した経験のなか

とって、本手続き

活上の諜Jillを

:;lliしを

に落と

ふう L

てき を語っていた。

ーに、協楊に基づく個別

に関する成果ιついて述べる。

な と 門家として

成場i訴において

その背景や

でさておらず、何から詩文

り組んでよいのか悩んでいる;1犬況であったり本

1iJl:究において、工 I"J(:Iさな知識を有する

と対話をしながら課題!1りの関連を整理

したりすることで、

ましいのかについて枯し

また、担任教i'lmが気付かなかっ

は、

とのIXhf'動による

といえるりその結果、教室内で担在教師一人が

のではなく、例えば個別的な身体の学

の昇り i年ちゃ杖を伎刑した歩仔等)に

技術を35する

主文

を+1心し
盛時m さに対して ilií~

がどのように指導するのかについての投割を明

確にすることができたむ担任教師も、“通教で

}

v

 

似いいお

と

ふ
がつ

J
d
q
 
が

を

、，，

s
J

・5二

ず
f

，

JIU3

W

)

出
ん

〉
)
寸
心

る

あ

しが持てたζ"

る上で、の負

されたと忠われる発言が見られた。

flmが協働する土mltlについて、会n
iヨ棋)のi愛味さ・多義性、教育活
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特別支援学校と的協織に悲づいた小学校通常学級にで絡する脳性まび兇に対するイ11ll5JIJの指導言I'TIlUの作成

性が高く、不安感や負担感が大きいものである

と想像できる。複数教師がi初動して作成するこ

とは、個人の予断・独i析を捺i注するとともに、

作成者{記入の心理的な負担感、不安感を抵減

せる 2001)。本研究に

おいても、"こうやって話し合いを通じて一絡

に考えていくというのはすごい勉強に

と特別支援学校教mliとのi初動が担任教師にと

ったと述べら

に、特別支援学校のセンター的機能に関

について考察する。肢体不自EI=I特出支

弔 S竹えて、

も行われる

ようになり、支援内容が多誠心わたっている

ことが報告されている(安藤・池111・q:J賀・大

2013)0 センター的機誌に関して、

るWJ言-

に求められており

2005)、今後詰・学級におけるf諮問の指導計

画作成や活用に関する支援も重要となることが

を立てる 11寺11¥1I~ f本

ちれる口担任教主!Iが

"このような機会がないと、 I~I 分から取号組む

のi主主主しいかもしれない。"

におし¥て

ためには今援も

しミく るむ

付記

本訴究の一部は

キ

て

協力くださった民謀者の方々に心よち感謝し 1た

しますc
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1 )作成する必要のある該当者がいない学校数を

調査対象校数からヲiいた場合の作成率は

98.5%。

2 )経験年数は調査当時

3) )尋常の学級に荘絡する、比較的程度の賂害が

ある往生徒に対して、締役干のおむ主に誌とて

特別な指導を行うための教主

4 )筆者fi!iJ乏
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Designing Individual Teaching Plans for a Child with Cerebral Palsy in a Regular 

Elementary School based on CoJlaboration with Special Needs School: 

Utilization of Function as a Resource Center 

Ayano IKEDA.... and Takao ANDO刊キ

The objective 01、this5tllcly is to investigate the elTects and isslles on clesigning lnclividllal Teaching 

Plans (ITP) for a chilcl with Cel・ebralPalsy in a reglllar elementary school by the collaboralion 01' the 

teachers in bOlh elementary school ancl special neecls school. In this slllclyラ associalionchart 01 the 

isslles is lIsed to provicle lTP to evalllate chilcl、sactllal conclition. This methocl is shown to be very 

elTective for the elementary school teacher who is not familiar with clesigning lTP to visllalize ancl 

01古川llzelssuesち then10 get the c1irection for teaching. More over， the burden of the elementary school 

leacher in charge 01' chilclren Wilh clisabililies has been redllcecl. 11 is shown lhat the collaboralion 01、

normal ancl special school leachers are 50 important and lhis cOlllcl be a main stream in the cenlral 

organizalion 01、thespecial school. However， time consllmption to provicle lTP ancl negative feeling the 

leacher has 10 provicle lTP are lhe main pl・oblems10 be 50lved in the flllllre. To enhance ITP in each 

elemenlary schoolち more5tllclies are neecled‘ 

Key wonls: incliviclllal teaching plans、collaboralion、flll1clionas a resource center of 5pecial needs 

school 

本 Grac!uatcSじhoolot" COl11prchcnsive HlIl11an Sじiences，University ot"TslIkllba 

キキ SpccialNccc!s Edllcation School t"or thじPhysiじallyClwllcngecl、Universityot"TslIkllba 

*字本 iごaじ1I1tyot" HlImはnSじIcnccs、Univcrsity01、TSlIkllba
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